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論文内容の要旨
本研究は、近年全国各地に建設されているO 輸入住宅村における欧米から直輸入の「輸入住宅」の居住
形態を明らかにすることにより、これからの円本における休様式の発展方向を考察し、今後の住居計画に
i到する基礎的知見を得ることが国的である。研究の着眼点の第一は、日本の住様式の発展方向を洋風化と
{すー置付け、日本住宅に欧米の住様式を選択的に付加する和から洋へのプロセスではなく、欧米住宅に日木
の住様式を重合させる洋から和への逆プロセスから分析している点である。日本と欧米の異なる住様式の
葛藤の中で、一種の居住実験ともいえる輸入住宅におけるく住みこなし〉から、日本の住様式のアイデン
ティティを浮き彫りにする。第二は、輸入住宅を輸入住宅村という街、'1Eみを含めて捉え、その居休形態を
半面構成、室内の立出i構成、および、街並み構成の三つの空間構成から総合的に把握している点である。平
面構成から機能分化と起居様式、立面構成からしつらえ、街並み構成から近隣生活を検証する。それぞれ
の空間構成に対応する居住形態の変容過程を明らかにする。つまり、木研究は輸入住宅を、そこで宮まれ
る屑住者の生活に焦点をあてて住開学的視点から分析しようとするものである。
輸入住宅における属性形態を洋風化過程の中で総括すると、つぎのようにまとめることができる。'ji.面
構成からみた住まい方は従来とは大きく変容していない。現状では、欧米の住様式と根本的な相違点で-あ
る卜足の履床様式が住生活の洋風化の抑止力として作用し、輸入位宅においては機能の転用性と起居様式
のユカ坐が継承されているo t:I本と欧米の住様式を共生させるための住まい方がみられる。第一点は、平和日
洋の兇兇.なる{住主様式や公私の集積した多様な牛
動線の術原性を重視した「サ一キユレ一シヨン.リピング」という住まい方でで、ある。単室ではなく複数の
居室で対応する伶まい方が、「間」を活用して融通怖を発揮する円本の住様式のアイデンティティであると
いえる。第二点は、床両とイス小家具のlギ両をどちらも牛.活商として活用するために、イス指家具の低坐
化と大型化が図られ、イス坐とユカ坐が融和する「重心の低い坐」の住まい方である。 立面構成からみた
しつらえは変容している。壁を主体に窓が左右対称に配列された立面に対し、民ー件ー者は家具やカーテンの
しつらえで壁面の装飾効果を高めている。室内において面積の大きい立面を視覚空間として認識すること
からインテリア全体が洋風化の傾向に包摂されているe街並み構成からみた近隣生活は大きく変容してい
る。開般的な而j庭を介して居住者がお互いに|みる・・みられる」関係を自然発生させ、それが契機となっ
て近隣関係を活性化させている。また、居住者はある一定以上の広さを有する前庭を公と私の緩衝空間、
つまり半公共的領域と捉え、住環境の保令を骸にした地域コミュニティを形成している。.方、輸入住宅
の居住を通して居住者は、「気持ちのゆとり」や「住宅に対する愛着や関心Jを高め、「つきあい」を増し
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ている。空間の変化が意識や生活の変化を促すという証左である。
全室洋室の輸入住宅、門塀がなく前庭が連続する輸入住宅村におけるく住みこなし>の居住実験から、
機能分化、起居様式、しつらえ、近隣生活などの全ての点において、概して良好な生活展開が見いだされ
る。また、サーキュレーションプランの公室構成や壁主体で多様な窓を左右対称に配列した立面構成、お
よび前庭を中心とした開放的な街並み構成など、輸入住宅における空間構成は今後の住居計画に対してい
くつかの示唆を提供する。明治以降日本人は欧米住宅を目標に伝統的な日本住宅を変容させてきており、
欧米住宅に対する順応力を備えている。輸入住宅の中で異なる位様式がお互いに融和し、新しい型を創成
するまでには更なる時間の経過を必要とするが、その兆候はあらわれている。
論文審査の結果の要旨
本研究は、典型的なパッケージ型の「輸入住宅」が集合する 1輸入住宅付」を対象に居性者のく住みこ
なし〉を住居学的アプローチでもって分析評価し、直輸入方式の住宅についての普及の可能性に論及する
ことをテーマとしている。本研究の成果は、大きく次の 3点に要約できるであろう。第 lは、平面構成と
住まい方・起居ー様式との関係についてである。著者は、輸入住宅の半面構成を分額し、その特徴を整理し
た上、 L(リビングルー ム)、 D(ダイニングルー ム)、 K(キッチン)を持つ点では叶本と共通しているも
のの、輸入住宅ではそれ以外にF(ファミリールーム)があることに大きな違いがあることを指摘する。そ
れに対し居事の使われ方は、 Lではセミフォーマルな行為、 Kではインフォーマルな行為が多く、 Dが両者
を調整する空間となっている。しかし公室としてのL、D、Fの機能分化は必ずしも明瞭でなく、それぞれ
の居室が転用性を残している。また公窒では、イス坐、ユカ坐、それらの折主主の3態がL、D、Fのいずれ
にもみられ、住まい方における転用性の残津と対応する起居様式の混在が認められる。その点に日本の伝
統的な住まい方の踏襲がみられる。
第2は、立面構成としつらえの関係で、ある。輸入住宅の室内空間は、壁・窓・暖炉の序列で構成される
7壁の文化Jの特色を色濃く持っているが、しつらえの考え方は、和室空間のしつらえの原則に従っている
ようである。床面のしつらえについては、イス坐家具の導入はかなりセーブされ、一定のまとまりのある
雫きスペースが確保される傾向がみられる。また洋風のイス坐家具の利用が顕著であるものの、全般的に
家具の重心を低くし、ユカ坐にも調和させようとしている。立面の構成要素である、壁一;喜一暖炉などは、
洋風デザインが某調になっているため、カーテンや家具全体を含めたインテリア全体は洋風化の傾向に包
摂されているO
第3は、住戸構成と近隣生活の関係である。輸入住宅村には、門や塀がない広い同ij胞があること、それ
ら前庭は通過交通のない専用w道に面すること、ファミリールームがサンデッキをもつことなどの点で、
日本の平均的な郊外住宅地におけるエキステリアとは著しく異なる空間演出がみられる。居住者は、直接
窓が向き合う生活をすることで、育.いに生活を刺激し合い、また塀がない前庭を共用することで、コモン
的な帰属意識が芽生え、芝生の手入れなどの自主的管理、千どもの遊びを通じての交流などが誘発される
など、全体的にみてコミュニティ意識の醸成が認められる。
以上の3点の知見をもとに、全室洋室の輸入住宅、門や塀がなく前庭が連続する輸入住宅村における、
<住みこなし>の居住実験から、著者は、住まい万、起出様式・しつらえ、近隣牛ー活などの全ての点にお
いて、概して良好な牛.活展開が見:1¥されることを結論している。はじめの立論に従えば、北米の住宅のパッ
ケージ輸入であっても、住みこなしには問題がない、ということになろうか。
著者自身も指摘しているが、住生活についてのH本と米欧との住文化論的比較が、今後の研究課題とし
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て浮かび上がっているn 動作寸法分析からはじまって、機能分析、さらに居住者のニーズ分析へと進んで
きたく住宅計l曲i>の方法論は、今日、行き詰まりを見せており、住まいの近代化が依然テーゼである限り
においては、比較住文化論へ踏み込んでいくのが必然の方向であることを、本研究の分析全体がいみじく
も示唆している。総じてみ;研究は、オリジナルな、ド面・デザインを残している輸入住宅を対象にく住みこ
なし>の居間実験を行うというユニークなjJ法をもって、陀まいの発展方向のー端を明らかにした点、住
居学研究に貢献するところ大きなものがある。
以上の審査結束から、本論文は博士(学術)の学仲.に価すると思量される。
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